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農薬工業会が提供する「RACコード」情報について

RACコードとは “農薬の作用機構分類”の分類コード
を示す。「RACコード」は日本固有の呼称であって，海
外では「MoA（Mode of Action）」と称し，日本での農
薬製品への RACコード掲載について，海外では「MoA 

Labelling」と称している。RACは “Resistance Action 

Committee”の略称で “抵抗性（耐性）対策委員会”と訳
されている。殺虫剤，殺菌剤，除草剤のそれぞれに
Insecticide Resistance Action Committee（IRAC），Fun-

gicide Resistance Action Committee（FRAC），Herbicide 

Resistance Action Committee（HRAC）がある。IRAC，
FRAC，HRAC は農薬工業会が所属する国際団体
CropLife Internationalの下部組織で農薬会社から選出さ
れた専門家で構成される。IRAC，FRAC，HRACはその
成り立ちから独自に活動しているため，IRACコード，
FRACコード，HRACコードの表記方法には統一性がな
い。そのため IRACコード，FRACコード，HRACコー
ドの中には同じ記号や番号が使われている例があるので
注意が必要である。
農薬工業会では，IRAC，FRAC，HRACが定めたそれ

ぞれの農薬の作用機構分類和訳版（①）を 2013年から

ホームページに掲載している。この農薬の作用機構分類
では分類コード表だけの掲載ではなく，分類コードの適
切な利用法などを解説している。また，海外では登録が
あるが，国内で未登録の農薬も含まれている。そのため
分類表には商品名の記載がなく，有効成分名の表示だけ
である。農薬の作用機構分類は年に 1回程度改訂される
ので，それに合わせて和訳版も改訂している。

https://www.jcpa.or.jp/labo/mechanism.html

一方，国内で登録のある殺虫剤と殺菌剤だけを抜粋
し，あわせて国内の主要製品の商品名を掲載した表裏 2

頁の簡易版（通称，下敷き版）（②）を希望に応じて配
布するとともにホームページに掲載している。こちらも
IRAC，FRACでの改訂にあわせて改訂している。

①の農薬の作用機構分類も②の簡易版も RACコード
に属する有効成分や代表的な商品名を掲載しているだけ
なので，商品名から RACコードを検索できるよう要望
が多くあった。その要望に応えるために「商品名別
RACコード検索表（③）」を作成し，2018年 12月にホ
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【①農薬の作用機構分類　和訳版（一部）】

328



63植物防疫　第 73巻第 5号（2019年）

農薬工業会が提供する「RACコード」情報について

ームページに掲載した。この検索表では登録されている
商品名（混合剤を含む）から RACコードを逆引きでき
るようになっている。初版では 2018年 6月現在 FAMIC

に登録されていた 2,197剤を掲載した。なお，製剤の種
類や含有量にかかわらず同じ商品名の農薬は統合した。
同様に，屋号の違いも統合した。現在は 2018年 12月現

在登録されている 2,245剤を掲載している。なお，初版
以降に失効した農薬は当面そのまま掲載している。商品
名別 RACコード検索表は IRAC，FRAC，HRACの改訂
時と FAMICの最新データベースに合わせるよう半年に
一度程度改訂していく。

https://www.jcpa.or.jp/labo/xlsx/mechanism_rac.xlsx

【②国内農薬の作用機構分類（一部）】

【③商品名別 RACコード検索表（一部）】
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